
」

１
Ｊ
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岬
脚
脚
小
川
川
土
地

改
良
邪
業
を
進
め
る

た
め
、
火
化
膿
政
川
か
昨
年
の

Ｉ
川
か
ら
金
水
川
符
松
川
に
雌

没
を
進
め
て
い
た
小
川
川
股
業

収
利
邪
業
所
庁
舎
は
、
十
二
川

叩
旬
に
光
成
、
十
一
・
川
二
Ｉ
Ｗ

ｌ
に
は
、
金
木
中
学
校
体
育
伽

」､田川土改事業
〃
、
氏
〃
別
４
〃
、
屯
〃
、
ｆ
〃
、
く
〃
、
Ｋ
〃
、
Ｋ
ｆ
Ｊ
、
ｒ
〃
、
唖
〃
う
り
も
兎
く
げ
み
う
５
Ｋ
ダ
フ
、
正
ｆ
〃
矛
、
く
く
〃
３

ノ

ーUBOU一F■■■ge■､■■■ーoeQ■ーー●■■■■■■一

ノ1日 函 一
師
一
生先場弘

一
緬
錨
《
峠
一

一
誠
一
開
錘
県

一
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
‐
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
‐
！
‐
Ｉ

‘ 洲帥
一一一一■一一一一・一一一一一一一一■一－一一一一一一一

陸奥新鞭祉

細卿!j&

li'1水千占郎先生

｜

口
事
業
所
庁
舎
が
完
成

来
年
度
予
算
は
一
億
余
円

午後

2/",淵
(火)1
12.00

０
０
０
０

■
１
〃
Ｉ
、
ら

３
５

．
ｑ
１
Ⅲ
‐
‐
‐
ｌ
‐
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ

で
、
竹
内
知
Ⅲ
、
桜
〃

政
吋
総
務
部
民
を
は
じ

者
お
よ
そ
三
ｎ
人
か
川

盛
大
に
然
成
式
か
行
な

し
た
。
庁
舎
は
水
造
モ
ル
ク

平
臘
岨
て
五
○
○
平
刀

ル
の
雌
物
で
、
、
所
隆
室

州川卿…|'"’l|誼i己健ｿj先生
’15．00’

これからの

りんごづくりのﾉjl'"d
りんこ試験場
化学部壁
渋川潤一先/上

０
０
０
０

■
、
″
日
、
■

０
２
１
１
８２
う

〃
／
は
一
一’ ロ■

A■■

、メル

リドl雄
勝I、り

蝋
北
股

め
関
係

恥
し
て

わ
れ
ま【完成した事業所庁舎】

金
水
川
尚
Ⅸ
公
吋
年
部
（
沖

励
磁
剛
煙
）
で
は
、
一
月
二
十

三
Ｈ
午
従
七
時
か
ら
役
助
会
議

ま
で
小
川
川
土
地
改
良
弗
業
の

研
修
会
を
附
き
ま
し
た
。
部
幽

二
十
人
が
出
職
し
、
役
鋤
の
今

企
画
寵
長
か
ら
、
邪
業
の
概
要

を
き
い
た
あ
と
、
小
田
川
土
地

改
良
邪
業
か
町
経
済
に
ど
ん
な

影
稗
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
ま
し
た
。
柄
し
合

衆
、
灸
縦
沸
、
仙
図
串
、
〃
が

典
壗
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
営
小
川
川
土
地
改

良
珊
業
の
昭
和
川
十
三
年
腱
の

予
算
は
一
徳
六
百
万
円
（
昭
和

川
十
二
年
皮
か
ら
の
繰
越
し
分

を
含
む
）
と
決
ま
り
ま
し
た
。

ダ
ム
処
孜
現
場
ま
で
の
世
路

や
橘
、
職
幽
椚
舎
の
建
殻
な
ど

か
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
田
川
問
題
を
研
修

C
〆へ
＝

場所

主催

弘!jil相T-[銀行金木支店ホール

金木町

金木町股業委員公

一般股民 商
工
会
青
年
部

○受識者

商
工
業
に
活
気
を
与
え
る
と
い

う
こ
と
は
分
か
る
か
、
た
だ
、

い
は
、
町
の
絲
済
に
彩
稗
を
与

え
る
要
因
と
し
て
提
起
さ
れ
た

①
股
家
所
絲
の
垪
火
②
人
口
の

坤
加
③
出
稼
ぎ
の
緩
和
④
満
涜

材
の
地
元
調
達
⑤
観
光
開
発

に
つ
い
て
獣
兇
の
交
換
を
行
な

い
ま
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
土
地
条
件

の
改
茜
に
よ
り
生
産
性
が
伸
び

て
股
家
所
得
が
贈
大
し
、
そ
れ

が
雌
売
刀
の
砿
大
に
つ
な
が
り

凸

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
た
。回
灯
年
部
で
は
、
今
從
仏

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
研
膣

活
琉
境
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ

会
社
の
職
幽
や
、
労
務
若
舞

数
入
っ
て
き
て
も
、
住
宅
》

他
の
受
入
れ
体
制
の
幣
伽
、

労
力
が
あ
ま
っ
て
も
、

有
効
に
活
川
す
る
刀
確

と ば
、
せ
っ
か
く
入
っ
て
き
て
坐

定
芯
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、

る
必
典
が
あ
る
、
と
い
う
断

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
国
や
繩

り
､

で
き
な
い
。
企
業
を
誘
致
｛

な
り
、
畜
産
の
弾
人
を
図
『

な
け
れ
ば
十
分
な
効
果
は
期
待

い
う
こ
と
が
問
鼬
と
な
り
ま

余
剰
労
力
の
活
川
を
考
え

る
刀
漿
を
洲
じ

労
勝
若
が
多

そ
れ

【商エ会青年部の研修会】 【落成式で祝詞を述べる竹内知事】生のも
し
く
別
正 兇』をこ な･る を

納
税
組
合
の
発

問
で
犀
納
税
恵
倣
の

口
洵
ま
向
上
な
ど
で
、
金

癖
》
馴
鯏
峠
咋
『

吉
元
１
ま
た
相
当
あ
り
ま

税
月
す
。

町
２
期
限
の
過
ぎ
た

税
金
は
ぜ
ひ
こ
の

期
間
内
に
完
納
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
長
く
滞
納

し
ま
す
と
、
町
自
体
で
も
困
り

ま
す
が
、
手
数
料
や
延
滞
金
な

ど
余
分
な
お
金
も
と
ら
れ
ま
す

の
で
、
納
枅
者
に
と
っ
て
も
大

変
不
利
に
な
り
ま
す
。
ｌ
税
務
課
Ｉ

予
約
を
大
巾
に
上
回
る

昭
和
凶
’
二
年
産
米
の
一
川

三
十
一
日
現
在
の
光
渡
し
状
況

は
、
囎
作
を
反
映
し
、
予
約
数

峨
の
十
万
三
千
九
百
八
十
七
俵

を
三
万
三
千
五
百
卜
俵
上
川
る

卜
三
万
七
千
川
百
九
十
七
俵
に

述
し
て
い
ま
す
。

呼
級
別
允
渡
し
状
況
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

二
弾
Ⅱ
二
○
、
○
九
四
俵

三
等
’
一
○
五
、
○
五
八
催

叫
呼
’
二
、
六
一
八
俵

兀
等
Ｉ
川
二
六
俵

呼
外
上
’
二
六
俵

規
絡
叩
Ⅱ
八
、
五
三
九
俵

乙
Ⅱ
七
三
六
俵

旧
正
歳
末助
け
合
い
募
金

八
万
四
千
九
百
余
円
集
ま
る

め
ぐ
ま
れ
な
い
家
歴
に
も
楽

し
い
正
月
を
過
し
て
も
ら
う
た

め
、
町
で
は
旧
正
歳
末
助
け
合

い
通
勤
を
進
め
て
い
ま
し
た
が

全
林
野
金
木
分
会
青
年
姉
人
部

一
、
四
二
五
円
、
阿
部
定
応
さ

ん
三
、
○
○
○
円
を
は
じ
め
、

町
民
の
協
力
に
よ
ぬ
合
討
八
万

岨
年
産
米
売
渡
し

肌
か
以
内
二
十
七
カ
所
に
あ
る
展
業
改
良
将
及
川
を
十

川
力
所
に
統
合
腫
域
化
す
る
方
針
を
う
ち
出
し
た
こ
と
か

ら
仔
祉
が
心
配
さ
れ
て
い
た
金
水
地
区
股
業
改
良
杵
及
所

は
、
地
元
の
熱
心
な
仔
世
巡
動
か
功
を
奏
し
、
〃
樅
が
仮

式
に
決
ま
り
、
関
係
荷
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
い
ま
す
。

雌
酔
農
業
改
良
普
及
所
の

存
置
決
ま
る

I

川
千
九
百
八
十
六
円
か
雌
ま
り

ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
を
、
碓
活
保
謹

世
柵
（
百
九
卜
流
世
柵
、
汽
而

六
卜
人
）
に
配
分
し
ま
し
た
。

州
川
の
人
学
期
を
ひ
か
え
新

人
学
児
を
も
つ
お
か
あ
さ
ん
た

ち
は
何
か
と
虹
ぜ
わ
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

ま
ず
「
心
が
ま
え
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
お
か
あ
さ
ん
や
お

ね
え
さ
ん
の
王
を
わ
ず
ら
わ
せ

て
い
た
衣
服
類
の
肺
脱
も
で
き

る
だ
け
ひ
と
り
で
で
き
る
よ
う

に
料
仙
づ
け
ま
し
ょ
う
。

保
育
所
に
か
よ
っ
て
い
た
お

子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
始

業
が
一
時
間
早
い
は
ず
で
す
か

ら
、
い
ま
の
う
ち
か
ら
早
起
き

の
く
せ
を
つ
け
る
こ
と
も
た
い

せ
つ
で
す
。

新
入
学
児
の

心
の
准
伽
と

身
の
ま
わ
り

ー～一一P一一

と
も
か
く
、
ｎ
分
で
で
き
る
一
《

こ
と
と
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
手

つ
た
っ
て
や
る
こ
と
の
区
別
を

兇
き
わ
め
て
、
幼
児
虹
分
か
ら

一
年
雌
ら
し
い
生
荊
に
は
い
る

し
つ
け
か
肝
粁
で
す
。

一
〃
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
も

新
し
い
牝
活
に
は
い
る
お
ｆ
さ

ん
の
本
安
を
よ
く
即
解
し
て
、

身
の
ま
わ
り
の
も
の
の
雌
附
な

ど
に
１
分
心
を
く
ば
っ
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。

ま
ず
服
装
…
…
。
人
学
早
々

身
体
検
介
な
ど
が
あ
っ
て
、
ひ

と
り
で
禰
物
を
ぬ
い
だ
り
府
た

り
す
る
機
会
か
多
い
は
ず
で

す
。
服
装
は
あ
ま
り
裡
雑
な
デ

ザ
イ
ン
の
も
の
よ
り
、
而
岫
な

も
の
を
え
ら
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ

青
つ
Ｏ
・
も
ち
も
の
…
…
。
か
ば
ん
、

ふ
で
ぱ
こ
な
ど
も
、
あ
ま
り
粘

巧
な
も
の
は
扱
い
も
複
雑
に
な

り
が
ち
で
す
。
巾
の
も
の
を
出

し
入
れ
す
る
の
に
ｆ
間
の
か
か

ら
な
い
Ｍ
を
え
ら
ん
で
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
あ
ま
り
ま
わ
り

の
こ
ど
も
と
か
け
は
な
れ
た
ぜ

い
た
く
品
は
さ
け
た
い
も
の
で

す
。
な
ま
え
を
つ
け
て
あ
げ
る
…

排
ち
も
の
は
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
門
川
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
衣
撤
も
Ⅲ
嫌
で
す
。
教
科

仲
に
お
お
い
を
か
け
る
吻
合

は
、
す
き
と
お
っ
て
中
の
炎
紙

か
す
け
て
見
え
る
材
料
を
使
っ

て
あ
げ
ま
す
。
こ
ど
も
は
絵
か

ら
で
、
な
ん
の
数
科
〃
か
側
断

し
ま
す
。

ロ一 、 一旬ー一ー

一
・
Ⅷ
抑
雌
嘘
繩

一
、
Ⅷ
岬
峠
感
牌
繩
雛
砿
峨
袖

一
Ⅲ
現
在
）

”
２
、
そ
の
他
朕
振
出
搾
除
、
保
険
料
控
除
秤
を
受
け

一
る
″
は
、
こ
の
文
払
い
額
を
紙
明
す
る
も
の
。

た
だ
し
所
紳
税
の
叩
杵
で
税
務
稗
に
提
川
し
た
腸

一二一二・1pI,全一＝'IDdU一qOBロー叩U帥－0叩DB一肥UUU一.叩『ﾛD一

合
は
必
典
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
も
し
、
叩
併
し
な
け
れ
ば

》
扶
碓
搾
除
や
そ
の
他
の
搾
除
か
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
を

一
多
く
文
払
う
こ
と
に
な
り
、
火
変
仙
を
し
ま
す
。

ｄ

一
昭
和
四
十
一
一
一
年
度
住
民
税
申
告
受
付
日
程

一
、
喜
良
市
支
所
受
付
〃
川
午
川
九
時
よ
り

一
二
Ⅱ
↑
：
Ⅱ
典
牝
師
勝
、
林
川
、
北
本
川
、
ド
川

午
後
・
・
・
冊
・
壷
・
卜
分
ま
で

．
．
・
・
・
・
川
血
糊
兄
川
、
野
崎
、
脚
水
川
、
川
端
町

一
亜
叶
い
Ⅲ
加
州
帆
川
拠
卿
岬
叩
脾
州
州
水

一
○
峰
・
瀬
嶬
崎
來
町
、
ｋ
派
虹
、
小
町
、
ド
鍜
淌
川

穐
卜
九
Ⅱ
Ｌ
小
曜
崎
、
中
派
ｆ
、
冷
氷
、
上
鍛
倫
町

①

一
・
：
川
一
川
巾
小
栗
崎
、
卜
派
硴
、
川
巾
、
新
城
川

－脚
Ⅲ
ド
小
架
崎
、
ｋ
昭
和
川
、
後
町
、
新
堤
町

叩

正
日
ｋ
断
川
、
下
昭
和
町
、
卜
占
川
、
下
中
杣
木

叩

一
．
金
木
町
役
場

。
、
。
‘
４
１
一
、
吾
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｊ
、
凸
決
ｒ
Ｊ
、
・
・
一
。
ｌ
ｒ
ｊ
、
。
。
Ｉ
。
‐
１
．
足

ノ
ー
Ｉ
卿
Ｉ
１
列
Ⅲ
１
Ｊ
‐
１
１
川
Ⅱ
い
柵
ｊ
〃

一
三
月
七
Ⅲ
川
愈
（
ｋ
）
、
川
適
町
、
藤
枝
、
棚
Ⅲ
町

Ｉ
Ｎ
Ｉ
ｊ
一
“
・
戸
ト
ー
男
１
Ｊ
、
恥
Ⅱ
１
．
．
１
、
、
え
、
ｒ
Ｊ
、
卜
．
ロ
ー
都
い
み
脂
Ⅱ
リ

ー
ノ
ー
市
平
川
Ⅲ
柵
，
昨
脚
リ
イ
川
抑
ツ
ー
‐
″
‐
’

十
一
Ｈ
昭
和
町
、
人
來
ケ
脈
、
川
、
（
下
『
湯
の
川

卯

一
十
一
、
一
川
榊
州
Ⅶ
崎
川
州
州
而
州
杣
咋
児
岬
仙
町

叩

・
川
川
川
端
町
、
沢
部
、
哨
新
町

一
卜
丘
Ⅱ
栄
川
、
汕
町
、
水
川

ｌ
税
務
裸
’

一
毎
ム
ロ
ー
、
Ⅱ
■
■
■
、
▲
”
マ
．
口
呂
。
、
一
《
）
ｉ
■
叩
１
■
マ
●
呂
呂
。
Ｏ
Ｐ
ｊ
ｐ
■
■
■
色
白
ロ
一
画
』
言
・
ロ
画
ロ
７
口
■
■
■
１
■
一
百
ｐ
ｇ
ｇ
．
星
Ｐ
１
■
■
■
ロ
ユ
■
▼
二
』
言
”
■
刀
■
■
■
■
込
二
■
一
。
三
雪
ロ
ロ
マ
０
口
ロ
■
■
Ｉ
Ｄ
▽
。
・
三
。
▲
面
守
‘

川
比
の
椅
さ
ん
、
住
陛
税
の
叩
杵
川
が
ま
い
り
ま
し
た

町
税
獅
抑
で
は
、
将
さ
ん
の
仙
硴
を
は
か
る
た
め
、
左
把

り
１
１
４
．
８
。
◆
・

Ｉ
渦
に
よ
り
叩
竹
を
受
付
い
た
し
ま
す
か
ら
、
堀
れ
な
く

‐
叩
杵
し
て
ド
さ
い
。

な
お
、
所
押
税
及
び
州
業
税
の
叩
佛
朽
に
つ
い
て
は
、
所

〃
税
及
び
邪
業
税
の
巾
杵
と
川
時
に
叩
併
を
受
付
い
た
し

ま
す
。金

水
川
役
助
・
一
階
余
縦
崇
で
、
い
ず
れ
の
Ｈ
も
午
前
九

時
か
ら
受
付
し
ま
す
。

◎
二
月
二
十
一
、

股
業
所
押
、
賛
碓
税
関
係

◎
二
川
二
十
・
・
ｎ

腰
業
所
押
、
賀
産
税
関
係

◎
二
〃
二
十
七
日

股
業
所
押
関
係

◎
一
・
川
．
一
十
八
Ⅱ

事
業
税
関
係

◎
二
月
二
十
九
日

営
業
所
秤
、
涜
産
税
関
係

住
民
税
の
申
告

所
得
税
・
事
業
税
の
申
告

受
付
日
程

■
。
Ｌ
■
、
■
■
■
Ｉ
■
Ｔ
言
言
・
▲
》
且
■
■
■
八
■
：
二
言
。
▲
甲
Ⅱ
■
■
■
口
上
■
Ｉ
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